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[緒⾔] フィルムにおいて大面積な二次元分子配向の制御は，優れた電気・熱・光学機能などの発

現において極めて重要である。フィルム中の分子配向を精緻に制御することで，分子固有の機能

を材料物性へと増幅できるため，分子配向制御の研究は近年盛んに行われている。分子の配向法

として，力学延伸やラビング処理などの力学配向法が利用されているが，埃や塵の混入による歩

留まりの低下や微細加工に課題もある。そこで近年では，非接触かつ空間選択的な分子配向制御

が可能な光配向法が最も有用な技術として注目されている。光配向法では，光反応性色素を含む

液晶系に直線偏光を照射することにより，偏光に依存した分子配向が誘起できる。一方これまで

にわれわれは，異方性モノマーにスリット状の紫外光を移動させながら照射する動的光重合によ

り，光反応部位をもたない異方性分子が光強度分布に応じて配向することを見出している 1)。異

方性モノマーを光重合する過程において，露光部と遮光部の境界部で生じる化学ポテンシャルの

差によって物質移動が起こり，光強度勾配に沿って異方性分子が配向する。この原理を利用する

ことで，重合に関与しない異方性色素分子の配向制御が可能であることを明らかにしている 2)。

動的光重合により，あらゆる異方性ナノ物質の配向を制御するためには，本手法の汎用性につい

て検証することが重要である。本研究では，偏光に依存して配向を変化させるアゾベンゼンを添

加した系において，動的光重合に偏光照射を組み込むことにより，分子配向における偏光照射の

影響について検討した。 

[実験・結果]シアノビフェニル骨格を有するモノアクリレート A6CB とジメタクリレート

HDDMAを 97 : 3 mol%で混合し，光重合開始剤を 1 mol%，異方性色素分子 Disperse Red 1 (DR1) 

を 0.5 mol%添加した試料を調製した。試料をガラスセル (厚さ: 3 µm) に浸透させた後，光移動方

向に対し平行，もしくは垂直方向の直線偏光をフォトマスクによりスリット状に取り出し，一定

速度で移動させながら光重合を行った。偏光顕微鏡観察および偏光紫外可視吸収スペクトル測定

により，作製したフィルムの複屈折およびオーダーパラメーターを算出し，配向度について評価

した。その結果，照射する偏光方向に応じてシアノビフェニルおよび DR1の配向度が変化するこ

とが明らかとなった。 
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